


























画(所 謂ゲノムプロジェク ト)は 当初の目標 をはる
かに上回る速度で次から次と色々な生物のゲノム配















とは時 間の問題 で はあった。 も う生物 の分子 的な理
解 は殆 ど終 わ った と思 った気 の早 い人 もい るか もし
れ ない。 しか しそ うではない。 ポス トゲ ノムの次に
盛ん に聞 くよ うになった言葉 にプ ロテオー ムがあ る。
この言葉iもprotein+omeで あって、 ある生 物の あ
る瞬 間に、そ の生物 や細胞 中に存在 す る蛋 白質の集
合 を指す。 どのよ うな蛋 白質 が、 どれ くらいの比率
で存在 す るかを知 ろ うとす るので ある。 これが分 か
れ ば細 胞の働 きを蛋 白質か ら説 明で きるか も知れ な
い。 プ ロテ オ0ム 研 究 には二次元電気泳動 と質量分
析機 が活躍す る。 プ ロテ オーム にお いては蛋 白質 が
作 る組 み合 わせ は単純 な有 限では な く、各々 の蛋 白
質の種類 と量の組み合 わせ は膨大 な数 にな る。最 近
の研 究で は、遺伝子 か ら作 られ る蛋 白質だ けが重 要
で はな く、蛋 白質 にな らないRNAも い ろんな事を
や っている と示唆 され てい る。そ こで トランス ク リ
プ トーム(transcripts+ome)と い う用語 も登 場 し
てい る。transcriptsと はDNAか ら転 写 されたRNA
のこ とであ る。そ の中 には、蛋 白質 となる情 報 を含
んだRNAも あれ ば、RNA止 ま りの もの もある。 し
たがって、 プロテオー ムよ りも一層複雑 であ る。 プ
ロテオー ムも トランス ク リプ ト0ム も どち らも遺伝
子産 物 の集合 であ るので、遺 伝子 の発 現が問題 とな
る。仮 に10個 の遺伝子 がそれぞれon、offと い う調
節 を受 けてい る とすれ ば、210の 組 み合 わせが生 じ、
これ はお よそ1000と なる。現 実の遺伝子調節 はon、
offの よ うなデ ジ タル の調節 で はな くアナ ログの調
節で あるので、数千 の遺伝 子 の発現状 態 の組 み合 わ
せ は無 限に近づ く。 もっ とも、代謝 系の一連 の蛋 白
質 の よ うに協調的 に発 現調節 を受 け るものの存在 は、
この数 を減 らす こ とにはな るが。
次 の問題 は細胞 内の分子 の相 互作用 であ る。細胞
内部 の物質 は極 めて密 に詰 め込まれて いて、細胞 内
は稠密 なゾル状態 で ある と考 えられ る。 こ うした状
態 での分子 間の相 互作用 は殆 ど研 究 され てい ない よ
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うに思われ る。 遺伝子調節 の基本 は蛋 白質 とDNA
の相互 作用で ある。情 報伝達で は低分 子 と蛋 白質 の
相 互作 用の他 に蛋 白質 と蛋 白質 の相 互作用 が重 要で
あ る。代謝 は全て蛋 白質 と低 分子(あ るい は高分子)
との相 互作用 と見な して よい。 プ ロテオー ム、 トラ
ンス ク リプ トー ムの後 に くるのは この よ うな相 互作
用の時 間的 、空間的理解 であろ う。 この よ うな相互
作用 の集 ま りをイ ンタ ラ ク トー ム(interaction+
ome)と 呼ん で もいいか も しれ ない。イ ンタラク ト0
ムはゲノム、プ ロテオ ーム、 トランス ク リプ トー ム
の全 て を包含す る最上位 の概念 で あ り、その複雑性
は想像 を越 え る。 このよ うに、ポ ス トゲ ノムの時代
に も分子 か らの生物 の理解 はまだ緒 に就 いた に過 ぎ
ない とい わ ざるを得ない。
研究所 の年 報 は昨年 か ら新 しい装 いで出発 した。
研究所 の歩 み をお知 らせ す る とともに学術論文 の掲
載 も行 う。 関係各 位 の投稿 を期 待 す る。 今 後 とも
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て総合 理学研究所 の他 の事業 とともに皆様 の ご理解
とご支援 を賜 りたい。
